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論,文 内 容 要 旨

わが 国 の ア ワ ビ歎の 耳霜 購 獲 馳;ま約6,06(片 ンに 堕び,こ ご:)なか でも エ 　1「ア ワ ビ月aユiOtiε

α∴c!悲,獄 二:・♂ 、,.・:よ鼓 も 亀:渠な歳 旗∫滴 ζ,1)ひと つて あるσ こ.)生 産 につ い て は食 物因子

が 重 要 視 さん,撫 喝 に よ/こ は 年 固)海 藻 の豊 凶 と ・L.ノア ジ ヒの 漁獲 高 との間 に 丈1⊃相 関 が ある こ

とが 類 られ て い る 、1践,ヰ,1962ノ.し か し,こ ○ 聾 構1こ ン∴ては不 明 な点 が 多 く残 され て い る、

これ を 解 明す る允 め に は,エ ゾア ワ ビの 行 動 を明 らか に し,こ ふ をとう して 素餌 と餌料 供 給 との 関

係 を解 析 す るこ とが 必 要で ある,

本 研 究 に 類 ハては,エ ゾア ワ ビの 夜 間の 移 動が 主 と して索 餌 行動で あ り,昼 愉の 静 止が捕 食輸 ・・

らの 逃 避で あ る こ とを た しか め,両 者の 謂和が 食物 海 藻の 供 給 量 に影響 され るか た ちで,エ ゾア ワ

ビ:が生 産 され てゆ く過 程 を解析 した 。 研究 方法 は陸 上 水 槽を 用いた 飼 育実験 と 漁場 〃τおけ る潜 水 観

察 とを 並行 して行 うこ とπ よ って,こ の 種 の 個体 の 行動 様 式 を 解析 し(第 ち 町3章),こ れ に基

づ いて 漁 獲 資料 の 解析 とそ の考 察 を行 つた(第4章)、 さ らに,タ ン ク生産 種苗 を漁場 に放 流 す る

こ とに よ って,こ れ らの解 析 結 果 を実証 した(第5章)。

以 上で得 られ た 結果 に基 づい て,エ ゾア ワ ビの 生 産 を 制約 して いる諸 条 件 の うち,人 為的 に改善

し うる方 策 を提 示 し,そ の 増殖 管理 の 方法 につ い て総 合的 左考察 を行 つた(第6章)○

第1章 水 槽 にお け る エゾアワビの行 動

環境を単純化できる水槽実験によって,エ ゾアワビの行動とこれに及ぼす各環境因子の影響を観

察し,次 の結果を得たQ

エゾアワビ成貝は夜行性の明瞭な日周期活動を示 し,夜 間の暗期に移動を行い,昼 間の明期には

これを停止して,水 槽の四隅の側面の底層で殼の夕L唇部後端を基質などに接する姿勢で静止する

(第1図)o

一昼夜の移動経路は移行型 ・帰家型 ・静止型の三型に類型でき,個 体によ って各型の出現率κ差

がみ られた(第2図)o.

捕食者であるタコ類をエゾァ ワビと同一 水槽に収容すると,エ ゾアワビは水面附近に逃避し,日

中の静止位置が著しく変化したoこ れは,エ ゾアワビが水槽のような単純な構造の棲所に澄いて,

さらに高い安全性を求めるための変化であり,こ の ことから,日 中の静止は捕食者からの逃避と密

接な関連を有するものと判断されるo

エゾアワビは無給餌条件の もとでは移動量が増加し,移 行型の出現率が高まる。 よって夜間の移
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動 は 索餌 と密 接 な関 連を 有 す・る もり と判 断 さぼ.る 、第3区 八,

以 上 の 結 果か ら,エ ゾア ワ ビは 夜間 に主 と して飢餓 に 基 づ く柔餌 移動 を行 ない,昼 問は 捕 食 者か

ら逃 避 で きる位 置で 静止 す る こ こが 明か に な ったo

第2章 漁場 に 知 け る ご ゾ`〆 ワ ビの 行 動

環 境が 複雑 な 尺然 漁場 にお い て,海 藻 類の 存在様 式か エ ソア ワ ビの行 動 に及 ぼす 影 響 をSCUBA

潜 水 に よ つて観 察 したo

漁場 に おい て も,昼 間 は漸 深帯の 岩 盤の 亀裂 な どで 静 止 して いる 個体 が 多 ぐみ られ た。 玄た,昼

夜観 察を行 い,移 動 経 路につ いて は 水槽内 に鮒 る観 察結果 と同様 の 三型 の 存在 を確 認 した。 即 ち,

周曲 に 摂 食 し易い 海 藻が ない環境 に おい ては,移 行 型 ・帰 家 型が 多 発し,こ れ らの 場合 に は"ク ビ

フ リ"行 動 に よる摂 食 が 見 られ たo静 止位置 にお い て 流れ 藻 など を捕捉 で きる環境 にお い ては,

この 流れ 藻 を"カ カエ コ ミ"行 動 に よ つて摂 食 で きる の で,静 止型 が 発現 した。 しか し,移 動 行 動

が 低"ドす る昼間 κ おい て も・'10%内 外の 個体 が 摂 食 して分 り・ 海 藻の 繁茂 期 に は 静 止位 置 に:沿け

る"タ チ ア ガ リ"が,ま た 海 藻の 織 客期には 静 止位 置 を離れ た"ノ ボ ザ'が 見出 され た 。

第5章 漁場 に翁 け るエ ゾア ワ ビの摂 食 行 動

と食 物保 障 度

エゾアワビの索餌及び捕:食者からの逃避の行動の発現が食物海藻供給の多寡によつて影響される

ことが明かとな つたoそ こで各季節毎のエゾァワビの行動様式を海藻現存量の変化と対応させて観

察し,漁 場における食物海藻供給の季節毎の変化が,エ ゾアワビの摂食行動の季飾変化を介して,

その成長および生残に及ぼす影響を考究したo

漁獲資料に基づくDeLUry(1947)の 方法に従 つて,重 茂漁場の漁獲開始時におけるエゾア

ワビの現存量を約500ト ンと推定した。この現存量を基準として,各 月毎に成長鉛よび漁獲死亡

・自然死亡を考慮して,エ ゾアワビの現存量の周年変化を試算したoさ らに,こ れに各月毎の飽食
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量 を 采 じる ことに よ つて,エ ゾア7ヒ つ 食㌘ 要 求 『;ll:とし,こ ウ.=ミ物 要 求重 に 対す る海 藻 現 存量 の 割

合 を食 物保 障 度 と した 、第1女)o

食 物保 障 度 は4月 か ら δノ1まて の 期 聞は 好遣 であ り,エ ゾア ワビ と食 物 海藻 との接 触 頻 度が 高 く,

消 化管 内容 物は 大 型褐 藻 類 で 充 講 して いるQし か し,9月 か ら 翌年3月 まで は 食物 保障 度が 不 良 で,

消 化 管内 答 物 は石灰 藻 を 含 む紅 藻 知 で あ○ル,あ るいは 空 賃てあ つた 。 と幻わ け9・10月 には 食

物 因 子が エ ゾア ワ ビの 生 産 制限 因子 、とな つで ハるこ とが 推 察 され たQ

第4章 索餌行動 か らみた 漁獲量変動の要 因

漁場 に 拾 け る:食物保 障度 の 低 下が エ ゾア ワ ビの成 長 ・肥 満 を狙 害 し.てい るはか りで な く,そ の 行
、

動 に 影 響 して 生 残 り を減 少毒 せ る ことが 推 察 され たoこ こでは 食 物保 障度 が エ ゾア ワ ビの 索餌 行 動

を 介 して,そ の漁 獲 量 の年 変動 に及 ぼす 影 響 を解析 した。

調査 を行 つた 重茂 で は,産 業の ほ とん どが 磯 根 資 源 に依 存す る もの で あ り,典 型的 な磯 漁 に よる

漁村 とい うこ とが で きるoこ の た め 漁場 管理 が よ くなされ,年 々の 漁 獲 量の 変動 傾 向は,そ れ ぞ れ

の 年 の 資 源状 況 を よ く反映 して い る こ とが判 明 した ○

重 茂 漁場 の1963年 か ら1972年 まで の10年 間 におけ る年 間 漁獲:量は82ト ン ない し198

トンで,年 に よる変 動が み られ るoこ れ らの エ ゾア ワ ビは毅 長が90㎜ 以 上 に成 長 して 漁 獲 され る

もので,5年 貝が 主群 とな って いるoこ こ では ワカ メ ・コン ブの 水揚 量が 少 な い年 には,エ ゾア ワ

ビの 漁獲 量 も少 ない 傾 向:が認め られ,両 者 間κ はr={L82(:危 険率5%)の 相関 が あ った(第4

図)Qこ の 場 合の 漁獲 量の 減 少は,漁 獲物 の平均 重 量が 減 少す る ことκ よ る こ と切期 か κ な ったo

これ は,漁 獲 対 象 と なる エ ゾア ワ ビが90加 似 上 の 主 と して5年 貝 で 占め られ ていて,最 終年 す な

わ ち 漁獲 の年 の成 長 重 量 が,個 体 重 量の40%以 上 に も達 す る ことに よる と判 断 され る(第2表)o

さ らに,こ の ような不 漁 年 に は 漁獲個 体 数 も少 ない ことが 認め られ たoこ れ は4年 貝の この年 の成

長 が 低 いた め に,90㎜ に 達す る こ とが で きな いた め,漁 獲 の対 象 となる 個体が きわめ て 少な か つ

:たこと,な らびに,索 餌 移 動 量が 増 加 した た め に,捕 食者か らの 逃避 が 低 下 して,生 残 りが 少 な く

な った こ とに よる と思わ れ る。 なお,エ ゾ ァ ワ ビの 捕 食者 で ある ミズ ダ コは,11・12月 に 浅海

に おけ る 水揚 が 多いo個 体 数の 変動 に つい て は 更に 検討 を要 す るo
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第5章 エ ゾ ア ワ.ビ 放 流 種 苗 の 行 動 と

そ の 成 長 お・よび 生 残 り

エゾアワビの成長お・よび生鼓率が食物海藻の湛濡ナなわち食物保誰度の充足度に影響されること

を,さ らに別の方法によつて吟味するために,食 物海藻○生育密度が異なる3つ の地先にタンク生

産種苗を放流して,そ の後3年 間の再捕調査などの結果に基づいて,比 較検討を行 つた。

エゾアワビの分布の拡が りは,3年 間に放流地点から10(願 程度にす ぎ左く,そ の移動範囲が

せまいことが判 つたoこ れ を反映して,食 物海藻の生育密度が高い地先ほど種苗の成長速度が速いo

殼長20㎜ 程度の種苗では放流後3年 で90㎜ 以上に成長して漁獲対象群κ添加するが,こ の密度

が低い地先では90㎜ に達するまでに4年 を要することを実証した(第2表)。 また種苗の生残率

について も食物海藻の生育密度が高い地先に拾いて良好な傾向が認められた○ これは食物海藻の生

育密度が高い地先ほど,エゾアワビの食物保障度が好適であることによると判断で きるo

第6章 研 究 結果 の 増 殖 管 理 へ の 応 用

本概究に診いては,エ ゾアワビの索聾および捕食者か らの逃避の行動と食物保障度との関係につ

いて解析がなされた。 ここでは,こ れ らの結果に基づいてエゾアワビの生産を制約している諸条件

の うち,人 為的に改善しうる方策を提衣夕るQ

エゾアワビは食物の供給が充足された環境のもとに鉛いて,索 餌と逃避の調和がとれた日周活動

を行うQ食 物の供給が不足すると,飢 餓状態に陥り,成 長および肥満が阻害されるばかりでなく,

索餌努力が増大し,逃 避の性質が滅衰するため死亡率が増加するQそ こで重茂漁場では,食 物保障

度が著しく不良となる9・10月 に食物海藻を補充するために,こ の時期の現存量が大 きいコンブ

類の養殖技術を導入することが望ましいoま.た 海藻凋落期直前の9月 頃κ大型個体の一部を間引き

の意味で漁獲する こと,お よび食物保障度が好転する4月 頃に殻長30㎜ 以上の種苗を放流するこ

とによつて,身 入の高いエゾアワビが得られるばかりでなく,そ の年間総生産量の増加を期待する

ことができるo
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第1表 食物要求並および食物保瞳度の 周年変化
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第4図 重 茂 漁 業 協 同 組 合 に 寿 け る 海 藻 類 水 揚 量 と エ ゾ ア ワ ビ 澱 獲 量 と の 相 関 々 係

1955～1964年

Y;1Z13十 〇・043×(「=α82),海 藻 類 の 内 訳 は 天 然 ワ カ メ と 天 然 コ ン ブ の 湿 重 量

第2表 宮城県内の各地先に放流したタンク生産:種苗の放流時

および再捕時にむける殼長(mm)

地 先 名 放 流 時 1年 後 2年 後 3.年 後

エ ビ ス 島 26.0 37.9

鎧 崎 17.2 42.6 69.7 89.7

蔵 内 20.3 ioi.o

標 本数 はいず れ も7個 体
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審 査 結 果 の 要 旨

エ ゾア ワ ビ 翫 ∂Z・6甜 ゐ3・%3加 π㎜`Inoは 本 邦 北 方海 域 に おけ る磯根 漁業 資源 と して重 要で あ

り,多 くの 生物 学 的知 見 が報 告 され て い るが,天 然 漁 場 の 水 中の行 動 につ いて は,殆 ど知 られ てい な

い。 また,一 つ の漁場 にお け るエ ゾア ワ ビの年 々の 生産 量 とそ の年 の 海藻 生 育量 との 間 には正 の相 関

が認 め られ る こ とが報 告 され てい る(酒 井1962)。 しか し,両 者 の生 態 学 的 関連 に つ いては,未 だ

解 明 され て い ない 。

本 研 究 は,エ ゾ アワ ビの行 動 を 明 らか に した うえで,こ れ に も とつ い て生 産 機構 を解 析 する こ とを

企 図 して,先 ず エ ゾア ワ ビの昼 夜 の移動 を陸 上 タ ンク及 び 天然 漁場 で観 察 した。 そ の結 果 この移 動が

主 と して 夜間 に 行 なわ れ る こ とを 明 らか に し,こ の行 動 を 静止 型 ・帰 家型 及 び 移動 型 に類 別 した。 ま

た,こ の夜間 の移 動 量 が 餌料 海 藻 の少 な レ・ときに増 加 す る ことか ら,行 動 の帰家 ・移動 型 は 索 餌移動

であ ると判 断 した・ 一 方,こ の 移動 量 は,タ コ類 な どの捕 食 者が 存 在す る場 合 には著 し く減 少す る こ

とか ら,行 動 の 静止 型 は 害敵 か らの逃 避 と判断 した。

天然 の 重 茂 漁場 におい ては,毎 年9～12月 は海 藻の 凋落 期 に あた り,そ の 現 存量 が少 な く,食 物

保 障 度(海 藻現 存 量/エ ゾア ワ ビの 食物 要 求量)が 低 下 す る。 この条件 で は,エ ゾ ア ワ ビの移 動 型の

行動 が高 ま り,こ の ため に,害 敵 に よ る食害 が増 加 して死亡 個 体 が多 くな る こと を観 察 した ・ さ らに

この 漁場 の数年 の漁 獲記 録 を用 いて,海 藻 生育 の 良好 な年 に はエ ゾァ ワビ の成 長が 良 い ぽか りでな く

その個 体 数 も多 くて,高 い生 産を 招来 す る こ とを明 らか に した。

著老 は,こ れ らの結 果 を応 用 して,漁 場 にお け るエ ゾア ワ ビの 生産 管理 の 合理 化 に つ いて,海 藻 凋

落時前 に エ ゾア ワ ビを 漁獲す る こ とに よ る間引 き ・凋 落 時 にお け る特 定 海 藻の人 為 的 増 殖 及 び海藻 の

繁茂 状態 に応 じた エ ゾァ ワ ビ種 苗 の 放流 な どを提 唱 した・

以上 の研 究 結果 は,エ ゾア ワ ビの 水中 にお け る行動 を類 型 化 して生 態学 的知見 を新 し く加 え たぼ か

りで な く,こ れ に も とつ いて エ ゾア ワ ビ生産 機 構 を解 析 し,さ らに 生産 管理 の合 理 的 方法 を提 唱 した

もので,審 査 員一 同,著 者 は農 学 博土 の学 位 を得 るに 値す るもの と判定 した。
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